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2005年3月1日～2025年3月31日の間に

NICU/GCUへ入院された方及びご家族の方へ

-NICU/GCUへ入院歴のある小児の乳児てんかん性スパズム症候群:Infantileepileptic

spasmssyndrome(IESS)発症についての検討へのご協力のお願い－
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1．研究の概要 ‘

てんかん発症のリスクとして周産期異常があることがよく知られています。なかでもIESSは発達性てんかん性脳症の代

表的な疾患であり、てんかんが治療抵抗性となりやすく、児の神経発達予後にも大きく影響することがあります。本研究は

川崎医科大学病院・高知医療センターのMCU/GCU入院歴があり、 IESSを発症されたお子さんの成長経過の調査を行い、

IESSの早期発見・早期治療につなげることを目的としております。

2．研究の方法

1）研究対象者

2010年4月1日～2025年3月31日の間に川崎医科大学附属病院NICUへ入院された方、また2005年3

月1日～2024年3月31日の間に高知医療センターNICU/GCUへ入院された方を研究対象とします。 、

2）研究期間

倫理委員会承認日～2028年3月31日

3）研究方法

上記の研究対象期間に当院および共同研究機関においてNICU/GCUへ入院された方で、研究者が診療情

報をもとにデータを選び、 IESSに関する分析を行い、 IESSを発症する仕組みについて調べます。

4）使用する情報の種類

情報：性別､在胎週数、出生体重、アプガースコア、鯛帯血pH、母体要因、周産期異常、 IESS発症時期、

治療法、神経学的転帰等

5）情報の保存

この研究に使用した情報は､研究の中止または論文等の発表から5年間、川崎医科大学小児科教室内で

保存させていただきます｡電子情報の場合はパスワード等で制御されたコンピューターに保存し、その他
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